
○ 

白
川
郷
・
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落 

 
 
 
 
 
 
 

（
岐
阜
・
富
山
）
１
９
９
５
年 

 

合
掌
造
り
は
日
本
各
地
に
見
ら
れ
る
代
表
的
な

民
家
の
造
り
で
す
。
両
方
の
掌
を
合
わ
せ
た
形
か

ら
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
白
川

村
の
荻
町
、
南
砺
市
（
な
ん
と
し
）
の
相
倉
と
菅

沼
の
三
つ
の
集
落
は
豊
か
な
自
然
環
境
と
と
も

に
、
か
つ
て
の
集
落
景
観
を
今
も
保
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○ 

原
爆
ド
ー
ム
（
広
島
）
１
９
９
６
年 

 

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
人
類
史
上
初
め
て
核

兵
器
が
使
用
さ
れ
、
壊
滅
状
態
の
中
で
奇
跡
的
に

残
っ
た
の
が
原
爆
ド
ー
ム
で
す
。
人
類
に
と
っ
て

二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
悲
劇
で
あ
り
、
平

和
を
訴
え
る
こ
と
を
登
録
理
由
と
し
た
世
界
遺
産

を
一
般
的
に
は
「
負
の
遺
産
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
恒
久
的
に
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
の
遺
産
で

す
。 

 

○ 

厳
島
神
社
（
広
島
）
１
９
９
６
年 

 

古
く
か
ら
「
島
そ
の
も
の
」
が
ご
神
体
と
し
て

信
仰
さ
れ
た
厳
島
。
平
清
盛
よ
っ
て
現
在
の
海
に

せ
り
出
し
た
寝
殿
造
り
の
威
容
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
、
そ
の
後
、
毛
利
元
就
に
よ
る
庇
護
を
受
け
、

名
声
は
高
ま
り
ま
し
た
。
厳
島
神
社
が
つ
く
ら
れ

た
の
は
５
９
３
年
、
海
の
女
神
で
あ
る
「
宗
像
三

女
神
（
む
な
か
た
さ
ん
じ
ょ
し
ん
）
」
を
祀
る
た

め
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
厳
島

は
日
本
三
景
の
一
つ
「
安
芸
の
宮
島
」
と
し
て
も

有
名
で
す
。 

 

○ 

古
都
奈
良
の
文
化
財
（
奈
良
）
１
９
９
８
年 

 

７
１
０
年
か
ら
７
８
４
年
ま
で
の
日
本
の
首

都
、
平
城
京
は
唐
の
長
安
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま

す
。
聖
武
天
皇
が
即
位
し
た
頃
、
流
行
病
と
災
害

が
多
く
発
生
し
、
政
治
的
混
乱
を
治
め
る
た
め
に

東
大
寺
の
大
仏
、
盧
舎
那
仏
（
る
し
ゃ
な
ぶ
つ
）

は
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
首
都
が
京
都
に
移
っ
た
後

も
「
南
都
」
と
呼
ば
れ
、
宗
教
都
市
と
し
て
存
続

し
、
繁
栄
し
ま
し
た
。 
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日
本
の
文
化
遺
産 

 

○ 

法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
（
奈
良
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
９
３
年 

 

世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
の
法
隆
寺
、
６
０
７

年
に
「
斑
鳩
寺
（
い
か
る
が
で
ら
）
」
と
し
て
創

建
さ
れ
ま
し
た
。
「
斑
鳩
、
鳥
を
以
っ
て
名
を
せ

し
な
り
・
・
・
」
と
日
本
書
紀
に
あ
り
、
そ
の
鳥

の
名
前
が
由
来
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
仏
教
に

基
づ
く
国
づ
く
り
が
着
手
さ
れ
た
地
に
立
つ
寺
院

が
１
４
０
０
年
の
年
月
を
経
て
存
在
し
て
い
ま

す
。
法
隆
寺
は
聖
徳
太
子
と
推
古
天
皇
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
敷
地
は
約
１
８

万
７
千
㎡
、
東
京
ド
ー
ム
が
４
個
入
る
広
さ
で

す
。
国
宝
・
重
要
文
化
財
は
２
３
０
０
点
、
法
隆

寺
は
訪
れ
る
度
に
発
見
の
あ
る
寺
院
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

○ 

姫
路
城
（
兵
庫
）
１
９
９
３
年 

 

現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
姫
路
城
の
完
成
は
１

６
１
８
年
、
徳
川
家
康
の
孫
娘
で
あ
る
千
姫
が
嫁

ぎ
、
西
の
丸
や
三
の
丸
を
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
迷

路
の
よ
う
に
機
能
し
、
石
垣
も
上
に
行
く
ほ
ど
勾

配
が
急
に
な
り
、
難
攻
不
落
の
城
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
連
立
天
守
閣
と
呼
ば
れ
る
構
成
は
、
そ
の

優
美
な
姿
か
ら
「
白
鷺
城
」
と
い
う
異
名
を
も

ち
、
日
本
の
建
築
文
化
・
芸
術
文
化
を
代
表
す
る

存
在
で
す
。 

 

○ 

古
都
京
都
の
文
化
財
（
京
都
・
滋
賀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
９
４
年 

 
７
９
４
年
、
桓
武
天
皇
に
よ
っ
て
都
と
し
て
定

め
た
「
平
安
京
」
ま
で
遡
り
、
千
年
以
上
も
日
本

の
都
と
し
て
存
在
し
、
歴
史
的
価
値
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
１
７
の
物
件
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
「
遺
産
そ
の
も
の
の
保
護
状
況
が
優
れ

て
い
る
も
の
を
代
表
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で

す
。
平
和
な
国
へ
の
願
い
を
込
め
て
祀
ら
れ
た

「
上
賀
茂
神
社
」
「
下
鴨
神
社
」
、
京
都
最
古
の

建
築
物
「
醍
醐
寺
」
、
美
し
い
苔
の
名
園
「
西
芳

寺
」
、
豪
華
絢
爛
な
「
金
閣
寺
」
、
素
晴
ら
し
い

庭
園
が
残
る
「
銀
閣
寺
」
な
ど
。 

産 遺 界 世 の 本 日 

世
界
遺
産
と
は 

  

現
在
、
世
界
遺
産
の
登
録
数
は
１
，
０
０
７
件

（
１
６
１
ヵ
国
）
に
の
ぼ
り
、
日
本
の
登
録
数
は

１
８
（
文
化
遺
産
１
４
、
自
然
遺
産
４
）
で
す
。

世
界
遺
産
と
は
遺
跡
、
景
観
、
自
然
な
ど
、
人
類

が
共
有
す
べ
き
「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」
を
持
つ

物
件
の
こ
と
で
、
移
動
が
不
可
能
な
不
動
産
や
そ

れ
に
準
ず
る
も
の
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
を
生
き
る
世
界
中
の
人
々
が
過
去
か
ら
引
き
継

ぎ
、
未
来
へ
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
類
共
通
の
遺
産
で
す
。
こ
の
世
界
遺
産
条
約
の

誕
生
は
１
９
６
０
年
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
が
ナ
イ
ル

川
流
域
に
ア
ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
の
建
設
に
お
い
て

ヌ
ビ
ア
遺
跡
の
水
没
が
懸
念
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
は

保
存
へ
の
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
こ
の
と
き
「
人
類
共
通
の
遺

産
」
と
い
う
考
え
が
広
が
り
、
１
９
７
２
年
に
成

立
し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
と
は
国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を

と
っ
て
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
と
な
り
ま
す
。
そ
の
本
部

は
パ
リ
に
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
に
は

「
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
世
界
遺
産
に

は
文
化
遺
産
、
自
然
遺
産
、
文
化
遺
産
と
自
然
遺

産
の
両
方
の
価
値
を
兼
ね
備
え
た
複
合
遺
産
の
３

つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
国
内
の
暫
定
リ
ス
ト
の

中
か
ら
世
界
遺
産
委
員
会
へ
推
薦
し
、
専
門
機
関

の
調
査
を
経
て
、
審
議
・
決
定
を
行
い
、
正
式
に

登
録
さ
れ
ま
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
す

と
、
保
有
国
と
国
際
社
会
に
は
保
護
す
る
義
務
と

責
任
が
生
じ
ま
す
。
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
が
保
護
・
保
全
の
た
め
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。 

       



○ 

日
光
の
社
寺
（
栃
木
）
１
９
９
９
年 

 
古
く
か
ら
関
東
の
大
霊
山
と
称
さ
れ
、
江
戸
時

代
に
入
る
と
徳
川
家
康
を
祀
る
聖
地
と
な
り
、
徳

川
幕
藩
体
制
を
支
え
る
政
治
的
な
意
義
を
も
ち
ま

し
た
。
三
代
将
軍
家
光
が
改
築
し
た
東
照
宮
を
は

じ
め
、
極
彩
色
の
豪
華
絢
爛
な
社
寺
建
築
群
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

○ 

琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
沖
縄
）
２
０
０
０
年 

 

１
５
世
紀
前
半
に
首
里
城
を
拠
点
と
し
た
「
琉

球
王
国
」
が
誕
生
、
４
５
０
年
も
の
間
、
平
和
で

豊
か
な
国
を
築
き
ま
し
た
。
１
２
世
紀
頃
か
ら
小

領
主
が
覇
権
を
争
う
よ
う
に
な
り
、
石
づ
く
り
の

強
固
な
城
壁
を
築
き
、
こ
れ
が
琉
球
王
国
の
歴
史

と
文
化
を
象
徴
す
る
「
グ
ス
ク
」
で
す
。
「
城
」

と
書
い
て
「
グ
ス
ク
」
と
読
み
ま
す
。
当
時
の
首

里
城
は
太
平
洋
戦
争
で
大
破
し
、
１
９
９
２
年
に

復
元
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○ 

紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道 

 
 
 

（
和
歌
山
・
奈
良
・
三
重
）
２
０
０
４
年 

 

「
吉
野
・
大
峰
」
「
熊
野
三
山
」
「
高
野
山
」

と
、
こ
の
三
つ
の
霊
場
を
結
ぶ
「
参
詣
道
」
で

す
。
山
や
滝
な
ど
自
然
に
対
す
る
信
仰
心
、
ま
た

神
道
、
仏
教
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
融
合
し
た
「
修

験
道
」
、
こ
の
地
に
次
々
と
神
社
や
寺
院
が
建
て

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
「
高
野
山
」
は
空
海
が
真
言

密
教
の
修
道
場
と
し
て
、
８
１
３
年
に
創
建
し
た

聖
地
、
標
高
９
０
０
ｍ
の
宗
教
都
市
な
の
で
す
。 

 

○ 

石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
島
根
）
２
０
０
７
年 

 

１
６
～
１
７
世
紀
に
世
界
有
数
の
銀
産
出
量
を

誇
っ
た
石
見
銀
山
で
す
。
良
好
な
状
態
で
残
る
産

業
遺
跡
で
あ
り
、
鉱
山
開
発
に
必
要
な
材
木
伐
採

後
も
植
樹
を
行
い
、
森
林
を
守
っ
た
と
い
う
「
自

然
と
の
共
生
」
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

    

日
本
の
自
然
遺
産 

 

○ 

屋
久
島
（
鹿
児
島
）
１
９
９
３
年 

 

九
州
最
高
峰
の
宮
之
浦
岳
を
中
心
と
し
た
山
地
で

形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
特
有
の
自
然
環
境
に
よ

り
、
世
界
で
こ
こ
に
し
か
な
い
固
有
種
４
７
種
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
名
な
屋
久
杉
が
見
ら
れ
る
の

は
標
高
５
０
０
ｍ
を
超
え
た
あ
た
り
か
ら
、
数
千
年

以
上
の
樹
齢
に
な
り
、
縄
文
杉
は
推
定
７
２
０
０
年

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○ 

白
神
山
地
（
青
森
・
秋
田
）
１
９
９
３
年 

 

世
界
的
に
も
貴
重
な
ブ
ナ
林
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
高
山
植
物
や
南
方
系
植
物
な
ど
５
０
０
種
以
上

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
天
然
記
念
物
の
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
ゲ
ラ
の
繁
殖

地
で
す
。
現
在
は
環
境
保
護
の
た
め
厳
し
い
入
山
規

制
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○ 

知
床
（
北
海
道
）
２
０
０
５
年 

 

知
床
半
島
は
長
さ
約
７
０
Ｋ
ｍ
、
幅
２
０
Ｋ
ｍ
の

細
長
い
半
島
で
あ
り
、
そ
の
中
央
に
「
知
床
連
山
」

が
横
た
わ
り
、
日
本
最
後
の
秘
境
と
も
称
さ
れ
る
大

自
然
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
知
床
に
は
多
く
の
生
き

物
が
生
息
し
、
陸
で
は
エ
ゾ
シ
カ
、
ヒ
グ
マ
、
キ
タ

キ
ツ
ネ
な
ど
６
３
種
、
、
空
で
は
オ
オ
ワ
シ
や
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
な
ど
２
６
０
種
、
ま
さ
に
野
生
動
物
の
楽

園
な
の
で
す
。 

 

○ 

小
笠
原
諸
島
（
東
京
）
２
０
１
１
年 

 

東
京
の
南
、
約
１
０
０
０
Ｋ
ｍ
沖
、
大
小
３
０
以

上
の
島
々
が
南
北
４
０
０
Ｋ
ｍ
に
わ
た
っ
て
つ
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
島
の
誕
生
以
来
、
ほ
か
の
島
や
陸

と
接
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
独
自
の
生
態
系
が
根
付

い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
し
か
存
在
し
な
い
「
固
有

種
」
が
た
く
さ
ん
誕
生

し
ま
し
た
。
島
の
環
境

と
、
進
化
な
ど
含
む
生

き
物
た
ち
の
し
く
み
全

体
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 

○ 

平
泉
～
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す 

 

建
築
・
庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
（
岩
手
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
１
１
年 

 

中
央
か
ら
遠
い
こ
の
地
を
「
陸
奥
」
と
書
き
、

「
み
ち
の
く
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
平
安
時

代
後
期
に
奥
州
藤
原
氏
３
代
は
、
大
量
に
と
れ
た

金
と
、
貿
易
で
の
莫
大
な
富
を
財
力
に
、
仏
が
説

く
「
浄
土
」
の
世
界
を
表
す
豪
華
な
寺
や
庭
を
造

り
ま
し
た
。
浄
土
を
見
つ
め
な
が
ら
仏
の
住
む
場

所
＝
仏
国
土
を
築
い
た
の
で
す
。 

 

○ 

富
士
山
ー
信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉 

 
 
 
 
 
 
 

（
静
岡
・
山
梨
）
２
０
１
３
年 

 

日
本
を
象
徴
す
る
富
士
山
。
山
と
し
て
の
美
し

さ
を
誇
り
な
が
ら
、
信
仰
・
芸
術
の
両
面
で
人
々

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
山
頂
を
含
め
た
登
山
道
、

そ
れ
に
関
連
す
る
浅
間
神
社
（
せ
ん
げ
ん
じ
ん

じ
ゃ
）
八
社
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
浅
間
神
社
は

噴
火
（
奈
良
・
平
安
時
代
）
を
繰
り
返
す
神
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
富
士
山
を
崇
め
、
鎮
め
る
た
め
に

建
立
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
忍
野
八
海
や
船

津
体
内
樹
形
な
ど
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

○ 

富
岡
製
紙
場
と
絹
産
業
遺
産
群
（
群
馬
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
１
４
年 

 

１
８
７
２
年
に
開
業
、
日
本
初
の
本
格
的
な
器

械
製
糸
の
工
場
で
す
。
日
本
の
近
代
化
だ
け
で
な

く
、
絹
産
業
の
技
術
革
新
・
交
流
な
ど
に
も
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
も
含

め
、
一
貫
し
て
製
糸
工
場
と
し
て
機
能
し
続
け
ま

し
た
。
操
業
停
止
後
も
保
存
に
尽
力
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
繰
糸
所
を
は
じ
め
と
す
る
開
業
当
時
の

木
骨
レ
ン
ガ
造
の
建
造
物
群
が
良
好
な
状
態
で
現

代
ま
で
残
っ
て
い
ま
す
。 

        

〒570-0003 

   守口市大日町3-32-11 

TEL 06-4252-7770 

FAX 06-6904-2610 

E-MEIL smile@naniwaf.co.jp 

HP http://www.naniwaf.co.jp 

※ 「Oh!smile」への、ご要望・お問合せは 

   上記にご連絡ください。 

浪速フード株式会社  

 

日
本
の
世
界
遺
産
を
列
挙
し
ま
す

と
、
日
本
列
島
の
北
か
ら
南
ま
で
点
在

し
、
文
化
遺
産
、
自
然
遺
産
と
も
日
本

ら
し
さ
、
日
本
な
ら
で
は
！
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
島
国
、
国
土

は
広
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
を
敬

い
、
神
々
を
崇
め
、
信
仰
を
尊
び
、
文

化
を
受
け
継
い
で
今
日
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
古
き
も
の
や
自
然
を
大
事
に
し
、

守
っ
て
い
く
と
い
う
日
本
人
の
心
そ
の

も
の
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

す
。
世
界
遺
産
で
な
く
て
も
、
そ
の
土

地
土
地
に
は
よ
き
伝
統
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。
一
方
、
形
が
な
い
も
の
を
対
象

に
し
て
い
る
の
が
「
無
形
文
化
遺
産
」

で
す
。
「
和
食
」
が
登
録
さ
れ
た
の
は

つ
い
最
近
で
し
た
ね
。
「
能
楽
」
「
歌

舞
伎
」
「
雅
楽
」
な
ど
現
在
２
２
件
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
円
安
の

影
響
も
あ
り
、
外
国
か
ら
の
観
光
客
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
面
で
も

観
光
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
そ
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
、
日
本
を
知
る
絶
好
の
機

会
と
な
り
ま
す
。
守
っ
て
い
く
！
再
認

識
す
る
！
ま
た
新
た
な
発
見
が
あ
る
！ 

 

ぜ
ひ
、
訪
れ
て
日
本
を
多
く
感
じ
た

い
も
の
で
す
。 

 

（
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
） 


